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令和元年度 第 4 回 北区自治協議会 議事概要 

日 時 令和元年 7月 18 日(木)午後 1 時 30 分から

会 場 豊栄地区公民館 2 階 大講堂

出席者 委員 

    神田征男委員、神田恭之委員、赤間委員、松田委員、本間藤雄委員、 

阿部勝幸委員、山賀委員、清水委員、樺山委員、工藤委員、黒川委員、 

小池委員、小林委員、菅原委員、鶴巻委員、平松委員、 

藤沢委員、皆川委員、村山委員、渡邉委員、本田委員、阿部美恵子委員、 

中嶋委員、佐久間委員、本間久文委員    計 25 人 

     (欠席：五十嵐委員、原委員、澤委員、相馬委員、梅津委員) 

事務局 

        ［北区役所関係］ 

区長、副区長兼地域総務課長(以下「副区長」)、区民生活課長、健康福祉課長、 

産業振興課長、建設課長、北出張所長、北区農業委員会事務局長、 

北下水道分室長、消防局北消防署長、北区教育支援センター所長、 

豊栄地区公民館長、地域総務課長補佐 2人、地域総務課員 5人 

傍聴者 1 人 

内 容 

1 開会 

2 報告事項 

(1) 新潟市区自治協議会委員研修会参加報告 

松田会長

 次第の報告事項（1）新潟市区自治協議会委員研修会参加報告について、これは、私から

報告させていただきます。7 月 1 日に北区文化会館において、この研修会が行われました。

参加者は全区の自治協議会合わせて 122 名、この内北区の委員は 17 名の参加でした。当日

出席された方のアンケート結果はまだまとまっていないそうなので、結果が出ましたらまた

お知らせします。 

 四つの協議会からの発表があり、私は今回、発表者でした。北区はラムサール条約登録に
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向けた取組みということでお話をさせていただきました。その後のパネルディスカッション

では、そうした取組みは大変いいことだが、あまり外部には知られていないので、どのよう

なＰＲの仕方をしているのか、あるいは地域のみならず広くＰＲする方策について具体的に

考えるべきではないかというご指摘もありました。私自身は発表して大変勉強になりました

し、他の地区の発表の皆さんもそれぞれ独自の取組みについて明快なお話をいただきました。

実は私自身、こうした研修会には出たことがなかったのですが、今年、出てみたら、勉強に

なると思いました。来年はどこでやるのかわかりませんが、広くいろいろな観点から見られ

るという意味では勉強になるかと思いますので、よかったら参加してみてください。ここで

お知らせです。先月報告のあった来年度自治協議会委員提案事業の提出締切が、7 月 26 日

になっていますが、事務局から、今日まで 2点の提出があったという話を聞きました。今ほ

どの研修内容や先月の資料などを参考とされまして、皆様からの、積極的な提案をお願いし

ます。何かご質問やご意見がありましたらお願いします。無いようですので、次に移らせて

いただきます。 

(2)令和元年１０月の消費税率引き上げに伴う区バス等運賃改定について

松田会長

 次に、(2)令和元年 10 月の消費税率引き上げに伴う区バス等運賃改定についてということ

で、参宮副区長から報告をお願いします。 

副区長

 報告資料 2 をご覧ください。 

 本年 10 月より消費税率が 10 パーセントに増税される予定ですが、税金は公平に負担する

こと、消費税はサービスを利用される方、利用者へ適正に転嫁されることが基本であります。

新潟交通の路線バスについても、運賃の増額改定を決定しております。新潟市においても、

増税に伴う運行経費の増大に対応し、区バス、住民バスの運賃改定を行うという方針を決定

いたしました。 

 まず、表の中段、市の直営である区バスの運賃については全区一斉に値上げし、もちろん

北区の区バスも 200 円を 10 月から 210 円とする方針です。続いて、その下の表です。市が

補助し、地域住民団体が主体となって運営している住民バスの運賃についてです。北区には

2 路線ありますが、島見町・太郎代路線について、こちらは島見町・太郎代地区バス運営委

員会が新潟交通運行のバス路線を補完、延伸し、新潟医療福祉大学入口バス停から太郎代浜

バス停まで運行しているものであり、新潟交通の路線バスの改定に合わせ改定する方針です。 
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 はまなす「地域交通」研究会が運行する「おらってのバス」では、同研究会および交通事

業者、市の三者で協議のうえ、10 月からの増税による運賃改定は行わない方針です。この

ことについては、8 月 9 日に開催する、運輸支局や警察署、運行事業者、消費者協会など関

係者で構成する北区地域公共交通に関する意見交換会で意見聴取を行った後に、8 月 22 日

に、市の附属機関である新潟市地域公共交通会議において審議を行い、最終的に決定いたし

ます。区民の生活に密着している区バス等ですので広くお知らせいたしたく、本日報告させ

ていただきました。また、本日これからいただくご意見につきましては北区地域公共交通に

関する意見交換会へ報告させていただきます。 

松田会長

 今ほどのご報告についてご意見などがありましたらお願いします。 

山賀委員

 2 点ほどお聞きします。1点は、消費税は今回 8パーセントから 10 パーセントになるわけ

で、増額は 2 パーセント分です。この額はすべて平均すると 5パーセントくらい上がってい

る、これを一つ質問します。もう一つ、区バス以外、市のいろいろな使用料などは消費税増

によって上がるのでしょうか。 

副区長

 2 パーセントの上昇に対する 5 パーセントの値上げですが、前回消費税が 5 パーセントか

ら 8パーセントに上がったときに運賃の上昇がなく据え置かれたということがあり、今回は

財政的に厳しい影響もあり、値上げさせていただくという内容です。 

 もう 1 点、他の使用料などについては、情報は入ってきておりません。 

平松委員 

 簡単で結構ですが、区バスの利用状況がもし分かりましたらお知らせください。 

副区長

 現在 7 月ですので、第一四半期の 4、5、6 月の状況を申しますと、「おらってのバス」は

ご健闘いただいております。区バスは、辛うじて収支率はクリアしていますが、昨年よりは

低い数字で推移しております。事務局から、利用される方や該当地域の自治会などに、さら

にご利用いただけるようにご案内を差し上げているところです。 
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平松委員 

 ありがとうございました。ついでに、なぜ利用者が少ないのかというような検討はされて

おりますか。私もたまには利用しますが、時間帯が悪いのか、ＰＲ不足なのか、わりと乗っ

ている人が少ないですよね。

副区長

 今まで、区バスの収支率に大変貢献いただいていた方が健康を害されたなどで、残念なが

ら乗っていただけなくなったというような事実はあるようです。今、お話いただいた、利用

しやすい時間帯にダイヤ編成をされてないのではということについては、その都度いただい

たご意見を踏まえて時間を決めていった結果ですので、その時間がだめいうことであれば、

またダイヤの組み替えは可能かと思います。ただし、これ以上本数を増やすとか 5 分、10

分待っていれば来るようなバスというわけにはいきませんので、1 日何本かに限定されると

いうところが利用者が少ない要因になっているのかと考えられます。 

村山委員 

 「おらってのバス」の座長をしております。私どもはもう 10 年近く住民バスとして「お

らってのバス」を走らせております。今回の消費税の値上げについても前々から部会の中で

いろいろな議論をして今年はどうするというような話をしてきました。ただ、10 月から来

年の 3月までの半期分で、バス会社にお支払いする運行経費が 2パーセントアップとすると、

昨年度、うちのバスの収支率は一応プラスの形で終わっておりますし、値上げ分の数字を見

ても、今年の四半期についても、昨年度の同時期よりも 3 パーセントほど収入が伸びており

ますので、今年 3月の時点で、今年度は消費税が上がっても値上げしないという結論を出し、

区の方にお話をさせていただき、今月の例会で最終的に報告させていただきました。 

 その中で、先ほどバスが不便だという話がありましたが、住民バスの市の補助基準がござ

いまして、便数でさまざま制約がある中で一番乗ってもらえる形はどういう形がいいのかと

いうことは日々考えながら運行してきました。少子高齢化もあり高校生や通勤の方が減って

くる。そういう中で日中使うシニアの方々が、使い勝手のいいような形の運行ダイヤを組ん

だらどうかと。併せて新潟交通の「シニア半わり」の適用も受けることになりましので、も

しお年寄りが「シニア半わり」のカードを取得するのに、松浜からですと北部営業所が一番

近いので、ご希望があれば、我々の会が送り迎えをしてカードの取得をしていただくという

ことをやっています。収支率を見ても、4 月から 6 月分は月間で大体 450 人くらいが「シニ

ア半わり」を使っていただいております。昨今言われている免許返納などという形のもので
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はなくて、お年寄りが生活圏の中で私らのバスに合わせて生活スタイルを変えていただいて、

「シニア半わり」を取得していただいてワンコインの 100 円で乗っていただく。そういう形

でバスの利用を向上させていきたいと運行しております。 

松田会長

 ありがとうございました。10 月から値上げはしない。しかし、いずれはやはり来年にな

ったら値上げは考えざるを得ないということになりますか。 

村山委員 

 なるべく上げたくはないのですけれども収支率が落ちてくればやはり。一昨年の収支率は

20 パーセントを若干割ったのですが、去年は 23 パーセント弱で、今年は今 25 パーセント

強になっています。お年寄りもある程度の決まった方々が乗っていただくような形になって

おりますので、皆さんの利用度を増やしていくような施策を便数やダイヤも含めて、毎年検

討して運行しています。 

(3)部会の会議概要について 

松田会長

 次に部会の会議概要について各部長から報告をお願いします。 

山賀委員

 地域づくり部会です。今日は五十嵐部会長、澤副部会長は欠席ですので、私山賀から報告

いたします。1 点目は今年度の地域づくり部会の担当提案事業「北区みんなで見守り隊」に

ついてです。前回の事務局からのたたき台が、見守り隊の中でも子どもたちの登下校を見守

るというふうなものに特化されたような内容でありました。もともとこの事業は、昨年の事

業検討の際、子どもたちの見守りのほか、例えば認知症であるとか、おれおれ詐欺等の防止

も含めて幅広い見守り活動を対象にしようということになっていたので、そういったことも

含めて内容的にはもう少し考えてみようと。集まっていただく団体についても自治会や企業、

いろいろなところがあるかと思います。ですので、今後もう少し中身を詰めていくというこ

とで、細かい話はそちらに書いてあるとおりです。 

 2 点目の北区生活交通改善プランについて、今年度、現行の北区生活交通改善プランが見

直されるということで、北区地域公共交通検討部会が開かれます。地域住民の代表として、

私どもの地域づくり部会からも委員を出してほしいという要請があり、五十嵐部会長と澤副



 - 6 -

部会長の 2人から出ていただくことになりました。 

清水委員 

 福祉教育部会長の清水です。出席者数は 10 名中 7 人、欠席 3 名でした。はじめに、川崎

健康福祉課長より「大学生と協働！地域住民の健康と福祉を支えるまちづくり事業」につい

て説明がありました。それに対して、それぞれ出席者から次の主な点が述べられたところで

あります。現在介護をしている人とこれから必要な人とは温度差がある。対象があいまいだ

と学生が臨機応変に対応できないのではないか。チラシを分かりやすく作ってほしい。セミ

ナーだけでなくて悩み相談なども受け付ければ、学生の勉強になるのではないかなど。これ

らにつきましては、次回の部会で検討していきます。 

 次に「すべてのママ・パパ応援プロジェクト」について、事業提案者の梅津委員から内容

について、豊栄地区公民館長からは、ゆりかご学級時における保健師の関わりについて説明

がありました。それについてもいくつか意見がありましたが、これも含めて今後事務局でス

ケジュールとたたき台を策定、出された意見を踏まえて委員の皆さんから具体的に検討をし

ていただくことになりました。 

阿部委員 

 自然文化部会の阿部です。9 月 11 日に行います「子どもと音楽の出会い創出事業」とい

うことで、北区文化会館でバイオリニストの大谷康子氏によるコンサートの打ち合わせをし

ました。区内の小学 6年生を対象に親しみのある音楽を聞かせるということで学校と会場間

の移動は自治協議会予算で手配するバスで送迎するということです。主な意見は席に空きが

あるのであれば、地域の方にも聞いてもらうのはどうか。それから、子どもに音楽を聞いて

もらうのが目的の事業であるため、子どもが主体というイメージがよいという二つの案が分

かれて出ましたが、これは今後検討するということです。 

 「潤いの福島潟創出事業」ですが、昨日 17 日に「潟ツーリズム推進事業」第 1 回研修会

というのがビュー福島潟で行われました。中身は宮城県大崎市の職員と環境省の職員が講師

になり、ラムサール条約湿地および環境省選定のラムサール条約湿地潜在候補地、福島潟が

潜在候補地になっていますが、それの観光資源とかの有効利用を図るという研修でした。 

 せっかく福島潟に行くのだからということで、研修前に福島潟の探検をすることにし、急

でありましたが委員の皆さんにもお誘いをし、7 人の方が参加をしてくれました。暑くて汗

びっしょりになりながら、ガイドの話を聞いて、福島潟を改めてみんなで観察できました。

また、初めて園地まで来たという人もたくさんいたので、本当にやってよかったと思ってい
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ます。涼しくなったら区内のほかの潟巡りをしたいと思っています。 

(3)その他 

松田会長

 次に 3、その他に入りますが、まず事務局から何か予定がありますか。 

健康福祉課長 

 先回、自治協議会提案事業の「大学生と協働！地域住民の健康と福祉を支えるまちづくり

事業」ということで全体会と部会でお話をさせていただきました。その時に皆様からいただ

いたご意見を基に改めてチラシを作り、さらに新潟医療福祉大学の佐久間先生、渡辺先生と

検討をさせていただき、こういった形でまとめました。 

 また、こちらの情報を 8 月 18 日号の区役所の区役所だよりにも掲載を依頼しているとこ

ろです。チラシは、各コミュニティセンター等に配置し、大勢の方にご参加いただきたいと

思っているところです。 

北区教育支援センター所長 

 本日午後 3 時から第 1回北区教育ミーティングを開催させていただきますので、ご出席を

よろしくお願いします。なお、会議に教育委員会の職員も入りますので、今、委員の皆様が

お座りの座席の配置が大幅に変わります。一旦部会に出られて、この会場に戻られるときに

受付に会場配置図をご用意しますので、そちらをご覧いただいて着席をお願いたします。 

神田副会長 

 昨日の研修会は、別の会合と重複をしたため欠席をさせてもらいました。出席された方か

らは、本当に中身の濃い研修会だったとお話は聞いております。私は今年初めて、この会に

参加させていただいております。私は松浜に住んでいますので、豊栄とかその辺の地域は全

く理解していません。区ビジョンの事業を見ても、これはどこのことなのかあまり理解でき

ておりません。できたら、区づくり予算事業の中からピックアップされてもいいですけれど

も、現場を視察するようなことができるかどうかのお願いであります。 

松田会長

 提案でございますね。自治協議会の皆さん 30 名の内、今回は 20 名以上の方が新たに加わ

っていただいたということもあり、今のお話だととにかく北区を巡る視察の研修みたいなも
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のを企画したらどうかという提案であります。皆さんも、そういうお気持ちはあるかと感じ

ますので、事務局で検討していただけますでしょうか。 

副区長

 例年、7 月 1 日の全市の研修のほかに、昨日の潟ツーリズムみたいに北区自治協議会の委

員の皆様に向けた、北区独自の研修という機会を 1回設けております。今、神田副会長から

お話があったのはここで出てくる事業名であるとかが地域的な結びつきがよく見えてこない

というお話だと思いますので、先日区長が説明した区づくり事業の場所であるとかそういっ

たものをピックアップし、総務部会で検討させていただいたうえでの開催を考えております。

総務部会の委員以外の皆様は、ぜひここに行きたいというところがあれば総務部会の委員に

お伝えください。 

松田会長

 その時にはぜひ多くの方からご参加いただければと思います。では、予定された議題およ

び連絡は以上でありますので、事務局に進行を戻します。 


